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１．開発目的

MEMS－ONE（MEMS用設計・解析支援システム）

を統合管理し、多様な解析ソフトウェアとの高度な

機能連携性を有するとともに、知識および材料プロ

セスデータベースとの有機的連結を実現する「フレ

ームワークソフト」を研究開発します。

２．開発状況

フレームワークの主要機能は、下図のようにデバ

イス構造作成、マスク作成、解析条件設定、解析結

果表示、プロセスレシピ、自動格子作成、外部ソフ

トコンバータ、プラグイン機能、データベースイン

ターフェースから構成されます。

デバイス構造作成は３次元モデリング機能、マス

ク作成はマスクレイアウトデータ作成用CAD機能、

解析条件設定は多種・多様な解析ソフトの解析条件

設定機能、解析結果表示は解析結果データの可視化

機能、プロセスレシピはマルチプロセス工程におけ

るプロセス組み合わせ機能およびプロセス条件の設

定・変更機能、自動格子作成は有限要素法による解

析ソフトのメッシュデータ生成機能、外部ソフトコ

ンバータは市販のCADデータ・解析データのデータ

コンバータ機能、プラグインはユーザ固有のソフト

を本システムに組み込むための部品・データ形式の

公開の仕組み、データベースインターフェースは知

識DBおよび材料プロセスDBとにインターフェース

機能を、それぞれ有しています。

MEMS－ONEプロジェクトは昨年度から開始さ

れ、H18年度末リリースを目標に開発されています

が、フレームワーク機能に関しても、昨年度の仕様

検討作業を踏まえて、本年度はプログラム製造を本

格的に開始しています。

以下にMEMS－ONE フレームワーク機能におけ

る画面イメージ案を紹介します。（イメージ案であ

り最終仕様ではありませんが・・）

フレームワーク機能の開発に当たっては、利用者

との主要インターフェースを担っていることも有

り、ユーザフレンドリーなGUI、初心者でも容易に

使用できる利用者環境の実現を目標としています。

また、早期開発完了を目指すとともに、マイクロマ

シン展等を積極的に利用して開発成果物をPRして

いきます。
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